いわきビジネスアイディアコンテスト２００３応募用紙（記入例）　　　アイディア①

	事務局記入欄
	受付日
	　　　月　　日
	受付番号
	
	


★応募者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１４年　　　月　　　日　提出

	フリガナ
	
	性別

	氏名
	
	□男　□女

	生年月日
	明治・大正・昭和　　　　　　年　　　月　　　日　　（満　　　歳）

	住所
	〒

TEL：（　　　　）　　　　―　　　　　FAX：（　　　　）　　　　―　　　　   

	電子メールアドレス
	

	学生の場合は学校名
	

	このコンテストを何で知りましたか？
	　学校・インターネット・ＭＬ・新聞・その他（　　　　　）

	応募内容での開業予定はありますか？
	□あり（　　　年　　月ごろ）　　□なし

	応募内容概要を公開可能でしょうか？
	□可　　□不可


★応募するビジネスアイディアの内容

1. ビジネスアイディアの名称

	「カメラ付携帯を使ったいわきライブニュース局（仮）」


2. 事業の概要（応募アイディアの内容を簡単にまとめて記入して下さい）

	· 事業の核になること

· 事業の中心的テーマ

· 事業の特徴

カメラ付携帯ユーザーから様々な日々の出来事や情報を画像やムービー付のメールで募り掲示板形式でセミリアルタイムに公表する、オンラインニュースチャンネルの運営。

情報の範囲を自治体単位の地域情報に限定し、個人レベルでの情報発信から企業のＰＲ、行政の広報活動に利用することで、同じ地域に住む人々の生活に共時性と近さを演出し、人の行き来の流れを促進し、地域振興に貢献することができる。

情報の投稿権を月額の会員制とすることで収入を見込む。ユーザーが増加すればeコマースにも利用でき、スポンサーから広告掲載料を捻出することもできる。モデルケースで成功を収めれば他の自治体でも同様のサービスを展開できる。


3. 応募の動機（このアイディアを考えた動機について記入して下さい）
	· なぜこの事業をやりたいのか

· 自分にとってこの事業をする意義は

· 自分はなぜこの事業の担い手として適当なのか

　新聞の地域欄や地域密着型情報誌などの情報源は存在するものの、掲載内容の実際について活きた情報があればより掲載効果も増す。行政のイベントやサークル活動などについても参加者から画像付きでコメントがなされれば、具体的なイメージがつかめ2次的な参加者希望者が生まれる可能性も高い。

同じ地域に生活する者同士がいつ、どこで、誰が何をしたかを共有することで、共時性や連帯感が培われ、積極的な人々の出会いや建設的な意見交換の頻度を加速できるのであれば、地域社会の閉塞感を打破しうる可能性がある。また、このようなコンテンツ型ビジネスモデルが地方から生まれることに意義あるものと思われる。

　事業の具体化に当たり、必要とされる人材は媒体経験者やＷｅｂコンテンツプランナー、高度な技術を持つシステム管理者などが考えられる。自分は技術者ではないが、パソコン雑誌のライターとしてＷｅｂコンテンツ作成と並行して連載を続けた経験があるため、事業の担い手としても適正はあるものと判断した。


いわきビジネスアイディアコンテスト２００３応募用紙（記入例）　　　アイディア②

	・顧客に提供する商品やサービスの内容について、できるだけ具体的に説明して下さい。

・ライバルと比較して強み（独自性、新規性）がどこにあるのか説明してください。

· なぜその商品やサービスは顧客を満足させる事ができるのか。

　利用者は主に携帯からの発信者側とＷｅｂ上で利用する閲覧者側に分れる。発信者側は

「今日は○○サークルでビーチバレーをやっています。参加希望者は連絡ください」

「○○という、おしゃれな喫茶店を見つけました。こんなケーキです」

「○○町の××祭りに来ています。8時からは川原で花火大会が行われます」などの情報を普段と変わらない携帯メール操作で誰でも気軽に投稿できる。閲覧者側は投稿記事の中から興味のある内容を閲覧し、実際に足を運んだり情報発信者とコンタクトを取ったりすることができる。

　ライバルは新聞、雑誌などの紙ベース媒体になるが、当サービスと連携して新聞記事などの掲載情報の詳細についてのコメントを集めれば、一般投稿者をもって追跡取材というような形も取ることができる。情報の幅の広さで飽きの来ないコンテンツ配信をできることから、閲覧のみのユーザーだけでも相当のアクセス数が見込める。

新規性としては、編集上タイムラグが生じるもののセミリアルタイムで情報が公開される点などが挙げられる。投稿される情報が日常生活に根ざしたニュースであるため、閲覧者側にとっても実用性が高い。


4. 商品・サービスの内容

5. 顧客ニーズと販売

	· だれを顧客としていますか？

· 顧客のどんなニーズに対応しようとしていますか？

· どこで売りますか？

· いくらで売りますか？

· どのように宣伝しますか？

　情報発信サービス利用者としては携帯端末を持っている市内全域の携帯ユーザーが顧客となる。また、閲覧Ｗｅｂページに広告掲載を希望するスポンサー企業も顧客となる。

　一方的な情報発信から双方向での連絡の取り合いをサポートするなど、利用者同士の細かなニーズにも対応したい。

　運営上の問題から初期段階では利用者数に制限を設けなければならないが、情報の発信権利を月額固定で980円から扱う。発信件数あたり数百円の手数料を集める。具体的な金額設定については事前のマーケットリサーチが必要に思われる。

　宣伝には主に既存の新聞、雑誌、ＦＭ放送局などの地元メディアを利用。サーチエンジンへの登録や閲覧ページへのＷｅｂリンクも使う。携帯電話利用サービスということから家電量販店や携帯ショップでの店頭案内などもありえる。


6. 課題

	・このアイディアを実現するための問題点や課題は何ですか？　

· その対応策はありますか？

投稿情報の処理量が莫大になる可能性がある。また、情報の掲載判断には投稿記事の真偽、肖像権の侵害や個人情報に触れる内容はないかなどの要素が加わるため、利用者および編集者双方の情報取り扱いモラルの啓蒙を行わなければならない。

サービス開始段階に信頼できる媒体関係者からなるユーザネットワークを構築し、利用規約や掲載判断マニュアルを整備することで対応は可能であると思われる。


